
様式第二号の十三（第八条の十七の二関係）

提出者　

住所

氏名

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

電話番号

①事 業 の 種 類

②事 業 の 規 模

③従　業　員　数

④特別管理産業廃棄
物の一連の処理の工
程

大阪市住之江区泉2丁目1番64号

(第１面)

特別管理産業廃棄物処理計画書

令和6年　6月21日

　大阪市長　　殿

株式会社 栗本鐵工所 加賀屋工場

工場長　上辻　栄次

製造品出荷額：１８，７４６百万円／年

３９５人

株式会社　栗本鐵工所　加賀屋工場

06-6686-1055

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の２第10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の
減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事　業　場　の　名　称

（日本工業規格　Ａ列４番）

事 業 場 の 所 在 地 大阪市住之江区泉2丁目1番64号

計　　画　　期　　間 令和６年　４月　１日 ～ 令和７年 ３月３１日

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

２２：鉄鋼業

下記資料参照
　　添付資料①「廃棄物処理工程フロー図」
　　添付資料②「鋳鉄管製造工程・廃棄物発生フローシート」



特別管理産業廃棄物の
種類

排　　 出　　 量 265.1 t 7.25 t

特別管理産業廃棄物の
種類

排　　 出　　 量 262.5 t 1.48 t

廃PCB(油・ｺﾝﾃﾞﾝｻ)

・上記活動の充実を図る。
  体制に不備があればその都度見直しを行う。
・原燃料、材料の品質管理を徹底する。また、キュポラ操業の燃焼管理を
　徹底し、ばいじんが発生しにくい管理を行う。

特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

 （管理体制図）

　　添付資料③「管理組織一覧表」

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

廃PCB(油・ｺﾝﾃﾞﾝｻ)

・環境管理委員会を設置しており(毎月１回実施)、排出量の報告を行い、
　減量化の検討を行っている。
・ＩＳＯ１４００１の工場環境目的に「廃棄物の削減」を掲げ、発生量の削減
 等に取り組んでいる。
・排出量の推移については、添付資料④参照。

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

【前年度（令和５年度）実績】

有害ばいじん(ｷｭﾎﾟﾗﾀﾞｽﾄ)

 （これまでに実施した取組）

②計画

【目標】

有害ばいじん(ｷｭﾎﾟﾗﾀﾞｽﾄ)

 （今後実施する予定の取組）

（第2面－1）

①現状

 （分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・なし

②計画

 （今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

・なし



産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0 t 0 t

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0 t 0 t

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0 t 0 t

自ら中間処理により減
量した産業廃棄物の量

0 t 0 t

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0 t t

自ら中間処理により減
量した産業廃棄物の量

0 t t

【前年度（令和５年度）実績】

有害ばいじん(ｷｭﾎﾟﾗﾀﾞｽﾄ) 廃PCB(油・ｺﾝﾃﾞﾝｻ)

 （これまでに実施した取組）
・特になし。

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

①現状

 （今後実施する予定の取組）
・特になし。

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

②計画

【目標】

有害ばいじん(ｷｭﾎﾟﾗﾀﾞｽﾄ) 廃PCB(油・ｺﾝﾃﾞﾝｻ)

①現状

【前年度（令和５年度）実績】

有害ばいじん(ｷｭﾎﾟﾗﾀﾞｽﾄ) 廃PCB(油・ｺﾝﾃﾞﾝｻ)

 （これまでに実施した取組）
・特になし。

②計画

【目標】

有害ばいじん(ｷｭﾎﾟﾗﾀﾞｽﾄ)

（第3面－1）

・特になし。
 （今後実施する予定の取組）



0 t 0 t

0 t 0 t

265.1 t 7.25 t

優良認定処理業者
への処理委託量

0 t t

再生利用業者への
処 理 委 託 量

209.6 t 7.25 t

認定熱回収業者
への処理委託量

0 t t

認定熱回収業者以
外

の熱回収を行う業
者

0 t t

①現状

【前年度（令和５年度）実績】

有害ばいじん(ｷｭﾎﾟﾗﾀﾞｽﾄ)産業廃棄物の種類

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 有害ばいじん(ｷｭﾎﾟﾗﾀﾞｽﾄ) 廃PCB(油・ｺﾝﾃﾞﾝｻ)

廃PCB(油・ｺﾝﾃﾞﾝｻ)

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

 （これまでに実施した取組）
・特になし。

産業廃棄物の種類 有害ばいじん(ｷｭﾎﾟﾗﾀﾞｽﾄ)

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う

産 業 廃 棄 物 の 量

 （今後実施する予定の取組）

・処理委託を行う特別管理産業廃棄物は、還元ばい焼施設により、原料の
　抽出を行う。または、無害化処理を行い、コンクリート固化し、販売する等
　でリサイクルされている。
・許可証の確認を定期に行っており、最新版を保管している。また、非定期
　ではあるが、処理先の現地確認を行っている。

廃PCB(油・ｺﾝﾃﾞﾝｻ)

（第4面－1）

全 処 理 委 託 量

 （これまでに実施した取組）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

①現状

【前年度（令和５年度）実績】

・特になし。

産業廃棄物の処理の委託に関する事項



262.5 t 1.48 t

優良認定処理業者
への処理委託量

0 t 0 t

再生利用業者への
処 理 委 託 量

207.5 t 1.48 t

認定熱回収業者
への処理委託量

0 t 0 t

認定熱回収業者以
外

の熱回収を行う業
者

への処理委託量

0 t 0 t

t

（第5面－1）

廃PCB(油・ｺﾝﾃﾞﾝｻ)

※事務処理欄

電子情報処理組織の使用
に関する事項

【前年度（令和５年度）実績】

特別管理産業廃棄物
排      出      量
（ポリ塩化ビフェニル廃棄物を除

く。）

265.1

（今後実施する予定の取組）

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量

有害ばいじん(ｷｭﾎﾟﾗﾀﾞｽﾄ)

 （今後実施する予定の取組）
・現状維持。



（第６面）

１  前年度の特別管理産業廃棄物の発生量が50トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

２  当該年度の６月30日までに提出すること。

３ 当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入するこ
と。

(1) ①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)
②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完
成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事
業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3) ④欄には、当該事業場において生ずる特別管理産業廃棄物についての発生から最終処分が終了
するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入する
こと。

４
　「自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の
種類ごとに、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った特別管
理産業廃棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、
目標及び取組を記入すること。

５
「自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種
類ごとに、埋立処分した量を記入すること。なお、中間処理を行うことにより特別管理産業廃
棄物に該当しなくなった産業廃棄物を海洋投入処分するときは、その量も含めて記入するこ
と。

６ 　「特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種類ご
とに、全処理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び
清掃に関する法律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生
利用委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１
項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱
回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入す
ること。

７
　それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙の
とおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、特別管理
産業廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入
し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべ
き事項がないときは、「―」を記入すること。

８ 　※欄は記入しないこと。

備考



廃棄物処理工程フロー図

鉱さい 水さい

Ａ－１
工程 委託処理 破砕・整粒 路盤材に利用

委託処理 埋め立て

鉱さい 脱硫さい

委託処理 還元ばい焼処理ばいじん キュポラダスト

委託処理 破砕・整粒 路盤材に利用

委託処理 埋め立て

鉱さい 炉さい 委託処理 破砕・整粒 路盤材に利用

委託処理 埋め立て

Ａ－２
工程

委託処理 無害化処理後、埋立

鉱さい ｺｰﾃｯﾄﾞｻﾝﾄﾞ

Ａ－３
工程 委託処理 再生処理 ﾚｼﾞﾝｻﾝﾄﾞとして再利用

鉱さい 鋳物砂

Ａ－４
工程 委託処理 破砕・整粒 路盤材に利用

委託処理 埋め立て

廃塗料 廃酸

Ａ－６
工程 委託処理 混合・調整 燃料油､ｾﾒﾝﾄ原料として利用

委託処理 助燃材として利用

委託処理 焼却 埋立

廃油

Ａ－７
工程 委託処理 助燃材として利用



混合廃棄物
（廃プラスチック等）

Ａ－８
工程 埋立委託処理 選別・破砕

減容固化

委託処理 選別・破砕
Ａ－９
工程 陶磁器くず（砥石くず） 埋立

脱水汚泥

汚泥 スラッジ

Ａ－１０
工程 自社内処理 脱水

委託処理 造粒固化 路盤材に利用

木くず

Ａ－１１
工程 建設資材として利用委託処理 破砕・選別 （チップ化）

陶磁器くず （レンガくず）

Ａ－１２
工程

コンクリートくず

Ａ－１３
工程 委託処理 破砕・整粒自社内処理 自然乾燥 路盤材に利用

燃料に利用（ＲＰＦ）

廃蛍光灯・廃乾電池

Ａ－１４
工程 委託処理 選別・破砕・ばい焼 埋立

ｶﾚｯﾄ等の原料として利用

委託処理 減容固化 燃料に利用（ＲＰＦ）

スレートくず

Ａ－１５
工程 委託処理 選別・破砕 埋立

溶射くず

Ａ－１７
工程 委託処理 混練・固化

埋立

セメント原料として利用

廃粉体塗料

Ａ－１６
工程 委託処理 混練・固化

埋立

セメント原料として利用

委託処理 破砕・整粒 路盤材に利用

委託処理 脱水 埋立



単位（Ｔ／年）

汚泥

業者委託
埋立

78.9

26,062

鋳鉄管製造工程・廃棄物発生フローシート（2023年度）

鉄屑
6,846

装入 材料 溶　解 造型・鋳造 整　品

Ａ－４
Ａ－７ Ａ－９

ライニング
21,589

製品
22,214

Ａ－６

ｷｭﾎﾟﾗﾀﾞｽﾄ ｷｭﾎﾟﾗﾀﾞｽﾄ

Ａ－１６ Ａ－１３
Ａ－１ Ａ－１２ Ａ－２ Ａ－３

業者委託
埋立

他部門 廃酸

Ａ－１７

自然乾燥

廃粉体塗料 廃粉体塗料 ｺﾝｸﾘｰﾄくず

モルタル
廃　水

水廃塗料 廃塗料

業者委託
ﾘｻｲｸﾙ

業者委託
ﾘｻｲｸﾙ

業者委託
固化・埋立

209.6 55.5

業者委託
ﾘｻｲｸﾙ

業者委託
ﾘｻｲｸﾙ

業者委託
埋立

業者委託
ﾘｻｲｸﾙ

0.8 9.0 0.0 27.2 0.0 393.0

陶磁器くず
(ﾚﾝｶﾞくず)

鉱さい
鋳物砂

鉱さい
鋳物砂

業者委託
ﾘｻｲｸﾙ

業者委託
埋立

業者委託
ﾘｻｲｸﾙ

陶磁器くず
(砥石くず)

溶射屑 溶射屑
硫酸ﾊﾞﾝﾄﾞ

有機凝集剤
凝集沈殿
処理装置0.0 8.8 575.9 業者委託

埋立
業者委託

ﾘｻｲｸﾙ
業者委託

埋立

0.0 17.7 0.0

鉱さい
水さい

鉱さい
水さい

鉱さい
ｺｰﾃｯﾄﾞｻﾝﾄﾞ

工場全域 排水 工場水
真空ろ過機

(脱水)業者委託
ﾘｻｲｸﾙ

業者委託
埋立

業者委託
ﾘｻｲｸﾙ

Ａ－８ Ａ－１１ Ａ－１４ Ａ－１５
1312.0 8.5 210.0

Ａ－１０

鉱さい
脱硫さい

鉱さい
脱硫さい

鉱さい
炉さい

鉱さい
炉さい

廃油 混合廃棄物 混合廃棄物 木くず
廃蛍光灯
廃乾電池

ｽﾚｰﾄくず 汚泥

業者委託
ﾘｻｲｸﾙ

業者委託
埋立

業者委託
ﾘｻｲｸﾙ

業者委託
埋立

業者委託
ﾘｻｲｸﾙ

業者委託
ﾘｻｲｸﾙ

業者委託
ﾘｻｲｸﾙ

572.2 8.4 284.7 8.3 0.5 0.0

業者委託
埋立

業者委託
ﾘｻｲｸﾙ

業者委託
ﾘｻｲｸﾙ

業者委託
埋立

0.2 48.2 25.6 23.2 144.3



感染性産業廃棄物 環境管理課 溶融、埋立

廃ＰＣＢ等 設備管理課

キュポラダスト 溶解課溶解係 リサイクル

又は埋立

汚泥 整品課ﾗｲﾆﾝｸﾞ係 リサイクル

又は埋立

溶射屑 整品課ﾗｲﾆﾝｸﾞ係 リサイクル

廃油 全域 リサイクル

及び焼却

廃塗料（塗料） 整品課ﾗｲﾆﾝｸﾞ係 リサイクル

研究部

廃酸 鋳造課 リサイクル

廃溶剤 整品課ﾗｲﾆﾝｸﾞ係 リサイクル

砥石屑 整品課 埋立

耐火レンガ屑 鋳造課 リサイクル

コンクリート屑 整品課 リサイクル

 （環境管理課長）

ガラス屑 全域 埋立

板ｶﾞﾗｽ、瓶類、他ｶﾞﾗｽ類

木屑類 全域 埋立

梱包廃材、木製ﾊﾟﾚｯﾄ、廃輪木他

廃蛍光灯、廃電球、廃乾電池等 全域 リサイクル

鉱滓（水さい） 鋳造課 埋立、又は

リサイクル

鉱滓（鋳物砂） 鋳造課 埋立、又は

廃砂、造型ﾗｲﾝ集塵機のﾀﾞｽﾄ、 リサイクル

中子砂、ｺｰﾃｯﾄｻﾝﾄﾞ

鉱滓（脱硫滓）

脱硫滓、酸化ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ残さ

鉱滓（炉さい）

除サイノロ、耐火材

鉱滓（コーテットサンド） 鋳造課 リサイクル

（鉄管鋳造廃砂）

混合廃棄物　（廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等） 全域 埋立一部

ｳｴｽ、革手、軍手、断熱材、 リサイクル

ﾎﾟﾘｷｬｯﾌﾟ、集塵ろ布

塩ﾋﾞｽﾚｰﾄ、ﾌﾚｺﾝﾊﾞｯｸ、ﾎｰｽ類、

ﾋﾞﾆｰﾙ類、発泡ｽﾁﾛｰﾙ類、

産
　
　
業
　
　
廃
　
　
棄
　
　
物

廃  棄  物
工場長

管理責任者

     部門長
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産業廃棄物の分類と管理組織

廃棄物
の種類

廃棄物の名称 発生部署 処分方法 廃棄物管理組織

特
別
管
理

特
別
管
理

管
理
責
任
者

産
業
廃
棄
物

産
業
廃
棄
物



年　度
発 生 量
（ton）

対前年度比
（％）

平成１７年 329 －

平成１８年 285 -15.4

平成１９年 321 11.2

平成２０年 361 11.1

平成２１年 334 -8.1

平成２２年 310 -7.7

平成２３年 297 -4.4

平成２４年 355 16.3

平成２５年 352 -0.9

平成２６年 373 5.6

平成２７年 380 1.8

平成２８年 408 6.9

平成２９年 445 8.3

平成３０年 511 12.9

令和元年 398 -28.4

令和２年 297 -33.9

令和３年 358 16.9

令和４年 342 -4.7

令和５年 265 -28.9

有害ばいじん発生量の推移
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